お客様ご自身 I こよる工事は危険です。据は工事は専門業者や販売店 I こご依頼<ださし、 
(暖房機を移動する場含ち同じです。） 


雜このたびはサンポット石油温風暖房磯をお買いあげ頂きまして、まこと I こありがとうごぎい 
ました。 

® お使いじなる前に必ずこの取お説明書を最後までぶ<読んで、正し<ご使用<ださし、。 

® 保証書はお買いあげの販壳店から必ずお受けとりの5え、[取扱説日月書]ととちじ乂切に保 
管して < ださい。 
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特にを意していただきたいこと 


1 


本機を正し<安全にお使いいただ<ためじ、次の事項を必ずお守り<ださし、。 
危険、警告、を意に区分して説明してあります。 


A 危険 連脂び死亡または重傷を負う危険び 

〇 

給排気筒の接続異常や詰まの 

給排気筒び正し<接続されているか、給排気トップ先端部び度\さびれて 
し、ないか確認してください。居\さびれていると運転中 I こ排ガスび室の I こ 
漏れ、一酸化炭素中毒の原因になります。 


A 


警告 


取おを誤った揚合、使用者び死こまたは重傷を負5可能性 
び想定される揚合 


〇 

方ソリン厳禁 

ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、絶巧 I こ使用しないでくださし、。 

乂ぶの原因になります。 

〇 

燃料、電源の確認 

機器の装置銘板 I こ表示してある「燃料•電源」と使用燃料および使用 
電源び一致しているか確認してください。 

0 

可燃物近接禁止 

設置や移動のと含可燃物（家具•壁-カーテン等） I こおづけないで<だ 
さい。乂災の原因になります。 

0 

衣類の乾燥禁止 

衣類などの乾燥 I こ使用しないで<ださい。衣類び落下して乂びつき乂災 
の原因になります。 

0 

白分で移動-再設置禁止 

自分で移動-再設置はしないで< ださい。移動-再設置び必要な場合は、 
販売店 I こご相談 < ださい。 
















0 

電源コードたこ足配線禁止 

電源コードは、破損させたり途中での接続、延長コードの使用、他の 
電気器具とのたこ足配線をしないで < ださし、。 

感電や発熱.乂災の原因になります。 

0 

電源プラグの抜き差し禁止 

電源プラグの抜き差し1こよる機器の運転や停止はしないでください。 

感電や乂災の原因になります。 

〇 

電源プラグのほこり厳禁 

電源プラグは、ほこりび巧着していないか確認し、びたつきのなし、 

よ51こ巧の根本まで確実1こ差し込んでください。ほこりびが着したり、 

接続び不完全な場合は感電や乂ぶの原因になります。 

0 

異物を入れないで 

暖房機のの部1こは、紙、巧、石などの異物を入れないで<ださし、。 

乂災や感電の原因になります。 

〇 

接地工事 

アース線は、ガス管-水道管-避雷針-電話のアース線1こは接続しなし、 

でください。アース線び不完全な場合は感電の原因じなります。 

0 

可燃性ガス危険 

可燃性ガスび発生するちの（スプレー-ガソ IJ ン-ベンジン等）を使用 
している場所や置いてある場所では、絶巧1こ使用しないで<ださし、。 

引乂して危険です。 


0 


义をつけたままの就寝、外出禁止 

乂をつけたままの就寝や外出は絶巧 I こしないで< ださい。 
5期せぬ事故の原因になります。 


〇 


異常時使用禁止 

煙、におい、すすの発生など異常を感じたときは、速やか I こ暖房機の 
運転を停止させて < ださし、。 

運転を継続すると事故や乂災の原因になります。 

















寒 


A 


A 


A 


水洗い-濡れた手じを意 

機器の水洗いや濡れた手でスイッチ-電源プラグの操作をしないで<だ 
さい。感電の原因になります。 


物を上にのせないで 

暖房機本体の上 I こは、巧瓶など液体の入った容器をのせないで<ださい。 
水びの部 I こ浸透して電気絶縁び劣化して漏電や感電の原因になります。 


高温部じを意 

燃焼中や消乂直後は高温部 I こ 手など触れないよ 51こを 意してくださし、。 
やけどの恐れびあります。特 I こ、お子さまを暖房機 I こ近づけないでくだ 
さし、。 


温風しを局、 

温風を長時間、直接身体 I こあてないで<ださい。脱水症がになったり、 
低温やけどの原因になります。 

特 I こ、体力のない病人、乳幼巧、お年毫り I こは、まわりの人びを意して 
あげて < ださし、。 


積雪じを局、 

積雪の多い地方では給排気トップび雪で/さびれないよ5を意して 
ください。排ガスを吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 


異常時使用禁止 

巧 一、 異常を感じたときは使用しないで<ださい。 
異常燃焼の恐れびあります。 


高地を意 

標高1000ソ下でご使用< ださい。それをこえて使用する場合は 
お買い求めの販売店 I こご相談<ださい。そのまま使用しますと、空気 
不足となり、不完全燃焼の原因となります。 


を意 


取おを誤った場合、使用者び損害を負5危険な揚合、 
および物的損害の発生び想定される揚合 


室店 
温グ 
、、ン〇 〇 
室--いす 
燥 I さま 
乾 U だり 
、ク < な 
で、でに 
のたい因 
すまな原 
で。しの 
のい用障 
ちさ使故 
ただはや 
れ< で焼 
らで所燃 
<い揚を 
つなる完 
てしす不 
し用巧 Q 
と使使よ 
用じをじ 
房巧品響 
暖絶藥影 
のは学の 
室で化ど 
居どどな 
はなな品 
機室院藥 
房育容学 
暖飼美化 
















o 

電源コンセント 

機器の電圧降下防止のため、単相100 V 専用の回路を設けてくださし、。 

o 

雷時のを意 

落雷の恐れのあるときは使用を中止し機器の電源コードをコンセント 
から抜いてください。 

o 

電源プラグは持って引き抜< 

電源プラグは必ずプラグを持って引き抜いて<ださい。電源コードを 
引っ張って抜くと减線び断線し発熱-発乂の原因になります。 

o 

清掃時のを意 

掃除をするときは必ず運転を停止して電源プラグを抜いて<ださい。 

運転中はの部で送風機び高速で回転していますのでけびの原因じなり 
ます。 









2. 各部の名称 








2-2 操作パネル詳細 


巧も レ 表示 

ま黏綿定蓋ま 

ミが前を示しまず， 

表示灯 

室置•韶が点なな 
ま示しまず。 

^分が S なのお 

》まさはデジタルの左«怯室這を、を糾摇ミちまを 

fl まデジタルのミ則がを、ち!!赖をまホしミす： 


谭を因巧 

I I __ n I __ n I 


.曰曰 

曰曰 

1 

1 

--- 1 

1 画 

gg 

[運た'作 止レ 

厂_ _ _ 

1 お葡ぉ抽 


(運お切を1し 

1 国 

1- --- 

nri 

——— 1 
( as 切をレ 

1 庙出 おが を 約"! 

(表示切巧 |L 


了 —— -- つ 

I おが を-トスィンブしも 


'圆[^ィマ-!ぉ|!<^ 

. 口:設定の ^ 

V -/|\-/ 



遅!/郎スイッチ 

VC いる項目が雜ミた!が止します C 

雜切替で表示も 


表示灯 


違転:離停 ix イッチが魏中のちを!こ点なします。 

燃燒:暖誕おもバ-ナが難かこ点なします。 



复転廠イッチ 

長裹雖とを曲遺 

前巧替を行いミす。 


表示•灯 

暖勇:点なか搬 
細:点なキはま I 

詔おができます。 

睡もができます。 



恩討 I スイッチ 

を昆談の時!こ、風量を則替えるスイッチです C 


表示•灯 

強:さあ鄉复転 
弱:を風が弱這ち 

こなります。 

こ别ます。 


誠スイッチ 

A を押すと設定通度まとは綱のを值が上が y ミす。 

▽を押すと號 S きまとは銅の龍が下がりミす。 

1回)0すと觀が1つをわり、おし援けると離でを值がをわ 
りまず C 



表示切旨スイッチ 

表示されている? 

目がデジタル的こ表示されます。 


表示'灯 

夏度: M 丰はた 
诗計:点なキはお 
チ約:点な丰はタイ 

;タル靴こき誠臘就うまがれます。 

が表示されます。 

'マ-!が)雖瞧綱がまホされミす。 



才-トスイバスノッチ 
か出口の沒フィン; 

がな!こスイングします C 


表示灯 

側:点なかけ-卜 

スイングスイッチ雜が蕾です。 



タノマー達 S スノッチ 

タイマ-3ものそも 

または祭除を行いミす。 


表示灯 

予お：タイマ違齡 

巧おが完了 L たと卽びうィ7郎かこ点なしミす。 
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設置の点検-確認と運転準備 


3-1 設置の点検-確認 

お使い頂<前(こ、正し<設置されているか確認して<ださし、。 

正し<設置されていないと乂災や不完全燃焼を起こす可能性びあります。 

不的確な部分びあれば、販売店若し<は工事店Iこ処置を依頼して<ださし、。 

[本体廻り] 

◊床面(こ傾斜などな<、安定した揚所(こ確実(こ固定されていること。 

◊暖房機び転倒防止金具で、確実(こ固定されていること。 

◊乂災5防上の所定の距離び十分Iことれる場所(こ設置して < ださい。 

防乂構造の構造物であってち、給排気筒やパーブ等の点検-手入れ等びできる 
ようじ、サービススペースび必要ですので、乂がす防上安全な距離及びサービス 
スペースを確保するためじ、最小限下図Iこ示す距離を確保して<ださし、。 



[給排気筒廻り] 

◊給排気筒の総延長び 3m3 曲びり(のであり、確実Iこ接続されていること。 

◊給排気筒トップび屋外Iこ取りがけてあること。 

◊給排気箇トップび、子供の遊び場や人通りの激しし U 易所へ飛び出さないよ51こ取り 
はけてあること。 

◊給排気筒トップび、集合煙突の中Iこ取り巧けていないこと。 

◊給排気筒トップび、床下や天な裏Iこ取り巧けていないこと。 

◊給排気筒トップび、外Iこ向かって下り勾配で取りがけてあること。 

◊カーテン等の可燃物び給排気筒Iこ接触していないこと。 

◊給排気筒の周囲Iこ、引乂物や危険物びないこと。 

◊給排気箇トップび周囲と乂がす防上の所定の距離を確保した位置Iこ設置してある 
こと。また、窓や換気□等から規定の距離を確保した位置Iこ設置してあること。 



正面視 側面視 正面視 側面視 

但し （） な法は、防熱板を取りがけたが態とする。 単位 mm 
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[電気配線廻り] 

◊使用電源び、銘板 I こ表示してある電源と合致すること。 

◊専用回路から電源を取っていること。たこ足配線をしていないこと。 

◊接地工事び確実(こ行われていること。 

[燃削 

◊な油 （ JIS 1 号な油）を使用していること。 

◊変質な油、ミちれたな油、水の混じっているな油などは絶巧 I こ使用しないで<ださし、。 
点乂、消乂し(こ<<なったり、燃料び悪<なってすすび出たり、製品の寿命を縮 
めます。 

[糸今ぐ由] 

◊給油は暖房機を消乂してから行ってください。 

①油タンクの送油パルブを聞める。 

◎油タンクの給油□店\たを外し、給油する。 

•油量計の表示び「満」の位置!^ソ上 I こは絶巧 I こ入れないでくださし、。 

-給油の際(こ、水やゴミなどを入れないよ5を意して<ださい。 

◎給油□度\たを確実 I こ聞める。 

@こぼれたな油はよく拭き取る。 

[空気抜き] 

◊スイルストレーブ部の空気抜き用ねじで空気抜きをして<ださい。 



[燃料配管廻り] 

◊油漏れびないこと。 

◊本体間近 I こ燃料コックび設置されていること。 


3-2 運転前の準備と確認 

設置の確認び終わりましたら、次の手順で運転の準備を巧つて<ださし、。 

① 電源プラグをコンセント(こ差し込んでください。 

② 燃料（な油）の元栓をを開 I こしてください。 

◎エアフィルターび正しく取りはけているか確認してください。 
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運転方法 



4-1 暖房運転 

次の手順で運転して < ださい。 

集中制御システ厶や遠隔制御をご使用の揚合は、それらの外部機器から運転動作を行って 

くださし、。 

〇運転手順 

①「運転切營」ボタンを押して、「暖房」Iこ合わせて 

くださし、。 

◊暖房ランプび点なしている場合はそのままIこして 
くださし、。 

◎ 「表示切營」ボタンを押して、「温度」Iこ合わせて 

くださし、。 

◎ 「 A 設定▽」ボタンを押して温度を設定してくださ 

い。 

◊デジタル表示部の左側は現在の室温を、ち側は設 
定温度を表します。 

◊設定で含る温度の範囲は〇〜 3CTC です。 

◊設定温度の表示びお好みの温度であれば、そのま 
まIこしてください。 

◊電源び切れてち設定温度は記録されていますので 
改めて設定する必要はありません。 

@ 「運転/停止」ボタンを押してください。 

〇「運転」ランプび点なし運転を開始します。 

◊ノ \'ーブファンのみの運転び20秒間継続し燃焼炉の 
掃気を行います。 

◊着乂と同時Iこ「燃焼ランプ」び点なします。 

◊着乂から約60秒後Iこ送風機び運転を開始し吹出 □ 

から温風び出始めます。 

◊暖房機は設定された温度を保持するよこ自動 
運転を行います。 


〇停止手順 

①「運転/停止」ボタンを押すだけです。 

◊暖房機はすぐIこ燃焼を停止し「燃焼ランプ」び 
消なします。 

◊暖房機は冷却運転を行います。送風機は約60秒 
間、パーブフアンは120秒間運転を継続します。 
この間「運転ランプ」は点滅します。 

◊冷却運転終了後、暖房機はを停止し「運転ランプ」 
は消なします。 
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4-2 送風運転 


次の手順で運転して < ださい。 

集中制御システ厶や遠隔制御をご使用の揚合は、それらの外部機器から運転動作を行って 
くださし、。 

〇運転手順 

①「運転切營」ボタンを押して、「送風」Iこ合わせて 
ください。 

◎ 「運転/停止」ボタンを押して下さい。 

〇「運転」ランプび点なして、運転を開始します。 


〇停止手順 

①「運転/停止」ボタンを押すだけです。 

〇「運転」ランプび消なして、運転を停止します。 


4-3 風向きを変える（ブートスイング） 

この暖房機は、吹出□の縦フィンをルーパモーターで動かして、風向きを変える(左ちIこ 
スイングさせる）機能び装備されています。 



〇運転手順 

①「スートスイング」ボタンを押してくださし、。 

〇「作動」ランプび点なして、作動を開始します。 
◊作動は送風機び運転しているときのみです。 


〇停止手順 

①「オートスイング」ボタンを押すだけです。 

〇「作動」ランプび消なし、運転を停止します。 
◊縦フィンの動きを見て、お好みの位置で停止させ 
てくださし、。 


4-4 時刻を合わせる 



この暖房機はタイマー運転びできます。そのためIこはすめ時刻を合わせる必要びあります。 
次の手順で行って < ださし、。 


① 

◎ 


「表示切營」ボタンを押して、「時計」Iこ合わせて 
くださし、。 

「A 設定▽」ボタンを押して、時刻を合わせて<ださ 
し、。 

〇 「A 設定▽」ボタンは押し続けると、ハイスピード 
で時刻表示び変化します。 

◊時計用電源は巧電巧です。停電してち12時間 
作動し続けます。 
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4-5 タイマー運転 


タイマー運転をセットする揚合は、すめ時刻合わせを行って<ださい。 
運転開始の時刻と自動運転する延べ時間のす約びできます。 

5約は24時間Iこ1回だけでき、延べ時間の最大は10時間です。 

次の手順で行って < ださし、。 

〇運転手順 

①「表示切營」ボタンを押して、「5約」Iこ合わせて 
くださし、。 


◎ 「A 設定▽」ボタンで、運転開始時刻をセットして 
くださし、。 


◎ 「表示切營」ボタンを押してください。 


@ 「么設定7」ボタンで運転開始から停止までの延べ 
時間をセットしてください。 

◊1 〜10時間の間で、1時間単位でセットで含ます。 


◎ 「タイマー運転」ボタンを押してください。 

◊これです約び完了です。「5約」ランプび点なし 
ます。確認してください。「5約」ランプはタイ 
マー運転び終了するまで点なし続けます。 


05約の解除 

①「タイマー運転」ボタンを押すだけです。 

〇「5約」ランプび消なしす約び解除され、通常の 
運転び可能になります。タイマー運転中でち解除 
巧能です。 


約び完了すると、通常の運転はできません。予約の解除を行5必要びあります。 
◊5 約は1回の運転分しかできません。その都度す約する必要びあります。 

◊ただし、運転開始時刻と延べ時間は記憶されていますので、同じ時間帯の運転を 
希望する場合は、「タイマー運転」ボタンを押し、「予約」ランプを点なさせる 
だけです。 







5. 安全装置 


5-1 安全装置 

暖房機Iこ何らかの異常び生じたとき、自動的Iこ運転を停止する装置です。 

5-2 表示の容と処置のしかた 

安を装置び作動したときは、「操作パネル」Iこそのの容び表示されます。 

下表(こ表示の容、作動安を装置、必要な処置を示しますので、何か表示されたと含は、 
必要な処置を取って < ださい。 

不具合の原因を取り除き、「運転/停止」ボタンを押すと作動び解除されます。 


表示の容 

作動安全装置 
及び不具合の容 

原因及び必要な処置 

E-01 

お検出装置 
-不着乂 

エアー抜き不足、燃料切れ、あるいはお検出器のミちれ 
原因を取り除き、点乂操作をして<ださい。 

E-02 

お検出装置 
-燃焼中消お 

エアー抜含不足、燃料切れ 

原因を取り除き、点乂操作をして<ださい。 

E-04 

巧震自動消乂装置 
-震度約(上の強い 
地震や衝擊を5けた 

本体及び燃料配管から燃料漏れびないか点検する。 

本体の周辺、給気ホース、給排気筒トップIこ異常 
びないか確認して巧震自動消乂装置をセットして 
点乂操作をして < ださし、。 

E-06 

お検出装置 
-擬似乂お又は 
お検出器異常 

点乂前Iこ擬似乂おを検出した。 

お買い求めの販売店Iこ点検修理をご依頼<ださい。 

E-07 

お検出装置 
-電輸弁異常 

運転停止操作後、直ちIこ乂び消えない。 

お買い求めの販売店Iこ点検修理をご依頼<ださい。 

E-08 

室温用サーミスタ 
-室温異常上昇 
(50 で!^ソ上） 

吹出□の前Iこ遮へい物びないか確認してください。 

直らない場合は、お買い求めの販売店Iこ点検修理 
をご依頼 < ださい。 

E-09 

室温用ヴーミスタ 
-室温- 20°Cl^i> (下 

室温び- 2CTCl^i> (下 

室温び上がってち直らない場合は、お買い求めの 
販売店Iこ点検修理をご依頼 < ださい。 


フアンコント□ール用 
サーミスタ過熱 

エアーフィルター目詰まり、吹出□聞塞 
原因を取り除き点乂操作をして < ださい。 

E-1 1 

燃焼空気温度用サー$ 
スタ 

-燃焼空気温度 
-30 で!^ソ下 

燃焼空気温度び-30で1^ソ下になった。 

お買い求めの販売店1こ点検修理をご依頼<ださい。 

E-12 

電源監視機能 
-電源異常 

停電 里穿!雲ミ尸降下 

お買い求めの販売店1こ点検修理をご依頼 < ださい。 
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E -13 

パーブファン回転監視 
機能 

-パーブファン回転 
異常 

お買い求めの販売店 I こ点検修理をご依頼<ださい。 

E -14 

過熱 

-ノ WU ミット 
スイッチ 

お買い求めの販売店 I こ点検修理をご依頼<ださい。 

E -15 

機種設定監視機能 
-機種未設定 

お買い求めの販売店 I こ点検修理をご依頼<ださい。 

E -16 

送風機運転時間 
監視機能 

• エアーフィルター 
目詰まり 

エアーフィルターを点検、清掃してくださし、。 

〇点検、清掃のしかた 

暖房機の運転を停止させ、送風機び完全 I こ止まって 
から行って下さい。送風機は高速で回転しています 
ので危険です。 

※エアーフィルターの取り外し方は、 5-3 参照 
《（を）参照 


(を）エアーフィルター目詰まり I こついて 

送風機の運転時間び積算で所定の時間 I こ達するとエラー表示 「 E -16」 を表示し運転び 
停止します。その際、エアーフィルターを点検清掃し、「運転/停止」スイッチを押し 
て IJ セットしてください。 

フィルター目詰まりの積算時間は120時間、480時間を基板上の JP 2 (ジャンパピン） 
(こて選択できますので、フィルター目詰まりの具合 I こより120時間または480時間を選 
んで < ださい。 


ジャン八ピン No , 

フィルターサインの積算時間 

JP 2 の位置 No , 3 

120時間 

N0,4 

480時間 

N0,5 

積算時間無視 


JP 2 (ジャンパピン）の No , 5は積算時間無視となりますので、利用しないでください。 
フィルターの目詰まり I こ気巧かず、過熱する恐れびあります。 

•ジャンパピンの選択時(こは、電源コードを外して作業を行ってください。 


5-3 エアーフィルターの 取り外し方 

(1) 下部エアーフィルター 

-下図①の方向 I こ化粧パネルを外してください。 

-下図②の矢印方向 I こエアーフィルターを引き抜いてください。 

(2) 背面エアーフィルター 

-矢印方向(こスライドさせなびら引き抜いてください。 
















O 化粧パネルを取り外し、エアフィルター I こ巧し、 
たほこりを掃除機などで取り除きます。 

ミちれびひどいときは、ぬるま湯 （4 CTC 位） I こ 
中性洗剤を溶かしゆすぎ洗いしたあと、水で洗 
剤をよ < 洗いおとして < ださい。 


エアフイルター 


〇給排気筒トップび雪や氷で/さびれていなし、か 
点検します。度\さびれていると不完全燃焼する 
ことびあり危険です。 


給排気筒トップ 


〇排カスの I こおいや、目びチカチカしないか点検 
します。排ガスび漏れていますと危険です。 


排方スの漏れ 


〇暖房機の上や周囲、給排気筒トップの周囲 I こ巧 
燃物、引乂物びないか点検します。 


周囲の可燃物、引乂物 


〇送油経路部や置台 I こ油漏れ、油のたまり、油の 
(こじみびないか点検します。 


油漏れ-油のたまり • 
油のにじみ 


給気 ホース 
排気管 

給排気筒トップ 


点検-手入れ項目 


時期 


6 -1 を意事項 

〇必ず暖房機の運転を停止し、暖房機び;をえたが態で行って<ださし、。 

〇暖房機の冷えているとき I こ、必ず電源プラグをコンセントより抜いて行ってくだ 
さい。燃焼中あるいは送風機び回っているあいだは、絶巧 I こ電源プラグを抜かな 
いでください。 

〇暖房機の水洗いや濡れた手でスイッチ-電源プラグの操作をしないでくださし、。 
〇安を装置-送風機-熱交換器-パーブ-電気部品-燃料配管部分は分解しないで 
くださし、。 

6 -2 点検-手入れの必要項目、時期、方法 


曰常の点検-手入れ 


週じ1回2^上 


使用ごと 


シ—スンはじめ 


い巧。しビす卜し 
なやい検やま気検 
い鐘さ点巣し排点 
てじだかの検給ち 
れ管<い蛛点やら 
外気てな蜘か I ち 
び排しい、いパ 1 J 
所 •検て巣な力は 
箇ス点つのい護合 
続 I きた鳥て保揚 
接ホどあびれプの 
の気きじプびッ用 
管給と管ッさ卜使 
気 •か気卜筒ご 


JJJ- ブ ^ JJJ- 

〇 - - IKV 

•すツなび 
スま卜いス 
I し®!て I 
ホ検気いホ 


筒で気を} 
気ど排網〇 
排な給虫い 
給袋の防さ 
。のル品用だ 


気点排あ気す外 I 売プ< 
給か給び給ま室 I I 別ッて 
0 0 0 0 ( 
























6-3 

シーブンび終わって次のシーブンまで長期間使用しない場合、次のよ5な点検-お手入れ 
を行ってください。故障箇所びある揚合 I こは、次のシーブンですぐ使えるよ51こ修理をす 
ませておきましよ5。 

〇エアフィルターを掃除し、十分乾かしてからちとどおり暖房機 I こセットしてください。 
〇電源プラグをコンセントから抜いてください。 

〇燃料の元栓は確実 I こ閉めて < ださい。 


電源プラグ 

〇電源プラグ I こほこりび巧着していないか点検 
します。 

油タンク 

〇油タンクの I こ水やごみびたまっていないか点検 
します。 

〇油タンクのの水抜き、ストレーブ（ろ網）の清掃 
は、油タンクが属の取お説日月書 I こ従って行って< 
ださい。 


長期間使用しないとき 


給油のと含 


3回 W 上 
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7. 定期点検 


7-1 定期点検の実施時期 

2シーブン毎 I こ1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりの多いところ、温泉地域などでご使用の揚 
合は、1シーブン毎の点検び必要となりますのでお買い求めの販売店 I こご相談 
ください。 

7-2 お申し込み巧 

定期点検は、お買い求めの販売店 I こお申し込み<ださい。 

専門の技術者び作業を行います。 

安を I こお使いいただ<ためじ、製品のが態を点検診断するちのですから必ず受 
けてください。 

7-3 をち月叫き营用 

定期点検の費用 I こついてはお買い求めの販売店 I こご相談<ださい。 

定期点検の結果、部品交換および修理等び必要な揚合は、処置の容および費用 
I こついてお客様 I こご相談申し上げます。 


7-4 定期点検のの容 


定期点検のの容 

項 目 

設置が態、給排気まわりの 
点検-確認 

〇製品の設置-使用が態 
〇給排気筒接続と詰まり 
〇給排気トップの詰まり 
〇燃焼ガスの漏れ 
〇油漏れ 

安を装置および運転動作の 
点検-確認 

〇安を装置の動作確認 
〇運転動作の確認 
〇操作部品や動<部品の動作確認 
〇表示なの動作確認 

環境•使用時間 I こより劣化 
しやすい部品の点検-交換 

〇給排気部品-排気管接続部の点検 
〇パッキン類 

製品の清掃-整備 

〇暖房機の部及び外表面 
〇エアフィルター-スイルストレーブ 
〇油タンクの水抜き 
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8. 故障、異常の見分け方と処置方法 


8 -1 すぐご連絡 < ださし、 

次のよ5な場合はただち I こ運転を停止し、販売店 I こご連絡<ださし、 


現 象 

処 置 

〇な油び漏れている 

運乾を停止しな油の元栓を聞めて < ださい。 

〇ブレーカやヒューブび度々切れる 

運乾を停止し電源プラグを抜し^て < ださい。 

〇誤つて暖房機の I こ異物や水を入れて 
しまつに 

運転を停止し電源プラグを抜し^て < ださし、。 

〇電源クーブルび過熱したり、被覆(こ 
破れびある 

運転を停止し電源プラグを抜いて < ださい。 


8 -2 故障、異常の見分け方と処置方法 

下表をちと I こ確認して<ださい。処置してち直らない揚合は、使用を中止してお買い求 
めの販売店 I こご連絡<ださい。ご自身での修理は絶巧 I こしないで<ださい。 


\ 現象 

原因 \ 

着 

乂 

し 

な 

い 

操 

作 

パ 

ネ 

ル 

び 

点 

な 

表 

示 

し 

な 

い 

着 

乂 

の 

時 

大 

き 

な 

苗 

す 

る 

い 

ご 

の 

間 

に 

か 

燃 

焼 

び 

止 

ま 

る 

焦 

げ 

臭 

い 

部 

屋 

び 

暖 

案 

ら 

な 

い 

処置方法 

イを電してし、る 

B 

B 

■ 

■ 

■ 

■ 

他の電気器具で確認する 

電源び入っていなし、 

B 

B 

■ 

■ 

■ 

■ 

電源プラグをコンセントに差し込を 

燃料の元栓び聞じている 

〇 






元栓を開ける 

燃料の種類び間違っている 

B 

■ 

B 

B 


〇 

使用を停止し、販売店に相談する 

給排気トップの周囲に障害物びある 


■ 

B 

B 



障害物を取り払5 

操作び間違っている 

B 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

「運転操作」をよく読を 

エアフィルターび'ミちれている 

■ 

■ 

■ 

B 

■ 

B 

エアフィルターを清掃する 

部屋び広すぎる 






〇 

台数不足。販売店に相談する 

周囲に燃えやすいちのびある 

■ 

■ 

■ 

■ 

B 

■ 

取の除< 

吹き出し□び塞びれている 

■ 

■ 

■ 

B 

B 

B 

取の除< 
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保証と アフターサービス 



9-1 保証書 

〇保証書は販売店から必ずお受け取り<ださい。 

〇販売店名、お買い上げ曰などの記入を確認の5え、大切 I こ保管して<ださし、。 
〇保証期間は、お買い上げ曰から1年です。 


9-2 修理の依頼 

〇修理を依頼するときは、お買い求めの販売店へご連絡<ださい。 



〇保証期間中は、保証書の規定 I こ従って修理いたします。 

〇保証書を紛失しますと、無償修理期間中でち修理費を頂くことびあります。 
大切 I こ保管してください。 

〇保証期間び過ぎているときは、販売店 I こご相談<ださい。 

修理 I こよって性能び維持できる揚合は、有料修理いたします。 

〇補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後10年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するため I こ必要な部品です。 
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10 . □□□□□□□□□ 


nnnnnnnnnnnn 


D cp 7.0 mm 日 □ 日 □ □ 


□ 260 。の □ 


.350 140 


D 80 


. 4 / 426 W 


i 3 W n □ □ 380 / 490 W 


50/60HZ 


150kg 


X n 1 , 000 mmxn □ □ 450 


□ □1 ぶ 50 


□ □ □ □ 


23 . 2 kWn 20 , 000 kcal/hn 


□ □ □ □ □ 


29.1 kWn 25 , 000 kcal/hn 


□ □ □ □ □ 


□ n n □ 


86 . 8 % 


□ □ □ □ 日 


86 . 3 % 


□ □ □ □ □ 


□ □日 


96 ぶ 80kJ /hn 23,140 kcal/hD 


□ □ □ □ 日 


121,19 OkJ /hn 28 夕 50kcal/h 日 


□ □ □ □ □ 


□ □日 


2 7 .1 kWn 2.63L/hn 


□ □ □ □ □ 
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口 ns 
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受サ ll ポ! jK な式含な 


□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

狂 0198 -37-1177 FAX. 0198 -37-1192 


□ 

□ 


□ 

□ 

□ 065-0042 

DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

巧 

011 -785-1211 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 085-0051 

□□□nnnnnnn 

巧 

0154 -22-5821 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 080-0023 


巧 

0155 -22-1335 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 078-8237 

□□nnnnnnnnnnnnn 

巧 

0166 -34-8636 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 041-0851 

DDDDDDDDDDDDDD 

巧 

0138 -53-2583 

FAX 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 983-0034 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

巧 

022-236-3444 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 963-8041 

□□nnnnnnnnnnnnn 

巧 

024-962-9288 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 030-0131 

DDDDDDDDDDDDDDD 

巧 

017 -738-4141 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 010-0914 

□□□nnnnnnnnnnnnn 

巧 

018 -824-3421 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 025-0301 

DDDDDDDDDDDDDDD 

巧 

0198 -37-1138 

FAX 


□ 

□ 

□ □ 

□ 

□ 

□ 352-0001 

DDDDDDDDDDDDD 

巧 

048-471-8420 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 381-0031 

□□□nnnnnnnnnnnnn 

巧 

026-252-6161 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 564-0053 

DDDDDDDDDDDDD 

巧 

06-6337-3211 

FAX 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 939-8212 

□□□nnnnnnnnn 

巧 

076-420-2677 

FAX 


DDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ □ □ □ D 065-0042 □□□□□□□□□□□□□□□□□□ a 011-785-1201 FAX 

□ □□□□□□□□□□ □ 030-0131 D D D D D D 2 〇 D 180180 a 017-738-4414 FAX 


□ □□□□□□□□□□ http://www.sunpot.co.jp/ 
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DDDDDDDDDD 

n n □ 

D D D D D 


TEL 


011 -782-8262 
0154 -32-2289 
0155 -28-2266 
0166 -39-2157 
0138 -33-2180 

022-238-9416 
024-962-9266 
017 -738-5354 
018 -824-3423 
0198 -37-1188 

048-470-1141 

026-252-6162 

06-6337-3212 

076-420-2238 

011 -780-2338 
017 -738-4415 






